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（３）情報教育研究会（ＩＣＴ管理） 

会 長 今城 季紹（中村南小学校） 

副会長 篠田 裕次（中村南小学校） 

事務局 酒井健太郎（中村南小学校） 

 

 

１．研究主題 

「ＩＣＴを活用した働き方改革の研究と実践」 

 

２. 研究経過 

実施年月日 研究のあらまし 会場 備考 

令和２年 

８月１９日（水） 

情報教育研究会（ICT管理）部会 夏季研修会 

【内容】 

① GIGAスクール構想に係るタブレット機器及び 

ネットワークの仕組み 

講師：学校教育課 中脇課長補佐／戸田学校教育係長 

 

② サイボウズの活用について 

③ 校務支援システムについて 

提案者：酒井 健太郎（中村南小学校） 

中村南小 ３１名

参加 

 

３. 今年度の取り組み 

 ◇8月 19日（水） 

○GIGAスクール構想に係るタブレット機器及びネットワークの仕組み 

 講師として、四万十市教育委員会事務局 学校教育課の中脇課長補佐と戸田学校教育係長に

お越しいただき、事前に送付した質問への回答も踏まえながら、機器及びネットワーク、導

入時期等スケジュールや概要について説明をいただいた。 

 

○サイボウズの活用について 

 はじめに、サイボウズの活用事例や便利な機能、サイボウズ活用マニュアルを紹介した後『業

務改善・働き方改革につながるサイボウズの活用方法』をテーマに、個人・グループで考え

話し合い、出た意見等を全体で共有した。 

 

  ○校務支援システムについて 

   校務支援システムについて、導入の目的・概要を説明後、デモ環境を使用して学校日誌・出

席簿の入力の体験と、通知表・指導要録の様式の確認をした。 

   他市町村に導入されているグループウェアのデモ環境も開き、機能としては四万十市のサイ

ボウズとほとんど同じであることを確認した。 
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＜参加者からの意見・感想＞ 

 ・資料に沿って説明いただいたので、GIGAスクール構想の考えや今後の方向性を知ることができた。 

 ・事前アンケートの質問事項に的確に答えた資料をいただけたので、教員への周知や校内研等にも活

用できると思います。 

 ・先日の市教委主催の研修会とあわせて、四万十市の今後の取り組み内容や学校として備えるべきこ

とがより詳しく理解できました。 

 ・導入後においても、どれだけ活用できるようになるかは不安ですが、推進教諭を中心に、校内での

研修会等も計画していきたいと思います。 

 ・教員同士で、活用方法を交流できるような機会も設けられるとよいと思います。 

 ・サイボウズの使い方によってはペーパーレス化や会議の時間短縮につながることがわかり、これか

らサイボウズをもっと活用していきたいと思いました。 

 ・サイボウズを活用してもらうには、サイボウズを開かないと仕事が始まらない状況を組織的に作る

必要があると感じます。学校によっては職朝をサイボウズで確認しながらしている学校もあり、参

考になりました。 

 ・校務支援システムという言葉は耳にすることはありましたが、実物を使ってみるのは今回が初めて

でした。これが導入されれば劇的に業務は軽減されると思います。一日も早い導入を願っています。 

 ・初めて校務支援システムのデモ環境操作を行い、入力したことが成績などに反映・蓄積されるので

とても便利だと感じました。 

 ・初めて校務支援システムのデモ環境の操作をしましたが、想像していたより感覚的に操作ができ、

とても快適に感じました。やはり働き方改革にこのシステムは必須だと強く感じました。 

 ・校務支援システム、グループウェアの四万十市全校への導入を早急にお願いしたいです。 

 

 

４．今年度の成果と課題  

＜成果＞ 

 ・GIGAスクール構想について、各会員の疑問点が解消されたことや新たに得た情報もあり、校内で

の準備や導入後の取組の参考になった。 

・業務改善・働き方改革につながるサイボウズの活用方法について、個人だけではなくグループで話

し合い全体で共有することで、個人のアイディアや他校の取組を知ることができ、研修後すぐに学

校で実践できる内容の研修となった。 

・校務支援システム及びグループウェアのデモ環境を体験することで、システム未導入校所属の会員

はシステムの概要を知ることができたと同時に、システム導入校所属の会員も、普段携わっていな

い機能を体験でき、システムの便利さを改めて実感できた。 

 ＜課題＞ 

 ・来年度も各校での働き方改革に繋がる内容の研修にしていきたい。 

・サイボウズの活用について継続して研究を深める。 


